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主として旅客用の通路で，中以下の駅では手小荷物通路を兼

用する湯合が多い。中高員は通過人員にもよる が. 2 m 以上は必

擦で， 通路床間より桁(けた)下までの笠高も 2 m 以上が必要で

ある。また旅客の流れは出入口が最も混雑するので， 地下道の

階段口を広くするとか， あるいは両布hに設けることがある。手

小荷物兼用の場合は，手小荷物は， エレベ-1'を設けて来降場

と jili絡する。旅客:は階段で来降場と泣l!絡するのが一般的である

が， 大駅ではエレベータやェスカレータを;f'll ffl している例もあ

るが，建設'l'l.と経常費が多い難点がある。

2 横断地下道

長い駅構内をはさんでいる街で，表と裂とを連絡する通路が

必裂のある場合に設ける地下道で， 73架ホームの場合に，その

下を利用して設け，なおその地下道の両側に高架下待合室 ・ 集

改札所，あるいは民衆施設を併設する場合もある。

3 郵便地下道

!~H史物の取扱量が多い場合は駅扱いの地下道とは別に，専用

地下i立を設けて郵便局とホームを直結して郵便耶への積却しの

迅速をはかっている。

4 手小荷物地下道

取扱量の多い大駅では，旅客地下道を手小荷物通路に兼用す

ることは旅客の混雑を招く憂いがあるので，本屋と来降場開に

手小荷物専用地下道を設ける。

5 貨物地下道

貨物扱所と小口貨物扱いをするホームとを連絡する地下道で，

手小荷物地下道と兼用する場合がある。

6 構内通り抜け地下道

駅構内を踏切で平面横断することは列車巡転上危険であるた

め， 地下道で連絡することがある。地下道の伺員は取付道路と

同一にすることが望ましく，また取イサ勾視(こうばい)もその通

路等級により緩勾配とし， 桁(けた)下までの2旧宮も通過するに

支障のない通路極類により ， 一定の高さを保たなければならな
L 、

7 地下道の構造

列車の下に築造するため， 頑強ì(がんきょう) でなければなら

ない。地盤の支持力が弱い所では，基礎杭を打ち， その上に橋

台を設けて鉄筋コ ;/17 リ ー ト桁か鋼板桁を架設するか， 壁桁床

が一体として働く鉄筋 コ ソクリ ートラー メン併進にする。桁に

は直J安軌条を敷設せず道床砂矛11を柿入することにより，列車の

通過する騒音も少なくすることができる。また地下道に地下水

の汲透を防ぐため， 壁桁床に防水工を施すことも必要である。

(杉悶勝栄)

ちくせきしきけいてんれんどうそうち 蓄積式継電連動装

置 自動述動装置の変形ともいうべきもので， 列車自体による
自動制御に，人為的な優先条件を付加したものである。人為的

な優先条件は，写真に示す制御般の上部に設けてある抑ボタン，

あるいは電鍵によって行うものである。抑ボタ ンの縦の列は，

事F償式継電述動装置古田l御盤

列車を何務総に入れるかということ ， または何務総から出すか

ということ，すなわち木線 ・ 副本線の優先順位を行うものであ

る。械の列は列車の順番を決めるものである。いま事11ボタンを

巡行図表(〆イヤ)の一部分どおりに押しておけば， 列車の接近

により ， ダイヤの順序にしたがって， 自動的に進路の信号館告が

進行を現示する。このように抑ボタンを抑しておくことによっ

て，迩行図表の一部分の進路があらかじめ望書積されるため，こ

の装債を害~m式継m述動装置という。

継m辿切j装置を普段式にしておくと，拘1 ボタ Yを抑してある

間だけ，取扱者は留守にしても，列車の運行には何ら支障ない

から ， 取扱者が小用を足す(便所に行くことなど)には便利な装

置である。また拘1m? ;/をそのま まにしておけば，そのまま循

潔するから， ダイヤが循1Ji!ダイヤであれば， 無人化することも

可能である。いずれにしてもその活用分野は広いといえる。

この装世は駅榊内の線路配線が複雑で，自動速動にするには

困難が伴なうような場合に，条件をつけて自動逮il!lJìこするもの

である。央際には京阪怪気鉄道の中書島駅および大和田駅に設

自白されている。ー」継電連動装置。自動連動装置。{三田村徳三郎J

ちくてい 築堤 (英) embankment 鉄道線路または道路を

通すために， 在来地盤上，必要な高さまで土を盛り上げたもの。

本来は河川のはんらん防止を目的として造られた堤防を意味す

る。山胞にl買付けされた片盛土および一部切取一部品在土の場合

もある。鉄道または道路においては， 活荷重の通行に支障を来

たさないことを前提とするから，築堤自身安定であることはも

ちろん，活荷量に対しても安定な路盤を形成する必要がある。

なお築堤，gl休が安定であるためには，その基礎となる在来地般

に対しても必要な処lflを施さねばならない。活荷量による彪響

は築燥の上限剖lに大きく表われるが，築主是の高さが低いときに

は基礎にもその影響がおよぶことになり ， 高いときは基礎にお

よ ぶ盆は比較的少ないが基礎となる在来地盤は， 築提の自室と

活荷量に対して十分な強度が必要である。軟弱地盤では荷重の

ために地主主の滑励，両側へのはらみ出し，圧密沈下等を起し，

盛土の沈下を招く。その補修盛土の量が設計数量の 42 I音にお

よんだ極端な例(国鉄札沼線)がある。在来地盤に対しては土の

性質 ・ 厚さ ・ その下位の地質 ・ 地下水の状磁を十分調査の上，

適当な基礎の準備または改良工法を突施すべきである。その方

法としては次のとおりである。 ( 1 ) 副築縫によって側方の隆起

を抑える方法 (2) サ γ ドドレ ー 九サY ドパイル工法によっ

て地下水を却|除し ， あらかじめ圧密の促進を図る方法 (3) 在

来土居と良質材料との位換えによる方法 (4) 設計荷量より大

きい荷重， たとえば仮盛土によって沈下の推進による方法 (5) 




